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奄美方言の数を表す接尾辞
~沖永良部島知名町の場合一
国学院大学日本文化研究所・講師
久野マリ子
沖永良部島知名町の，数を表す接尾辞（順
序数詞）を示す。
日本語の中でも数を表す接尾辞(順序数詞）
は，豊富な種類をもつことで知られている。
知名方言の数を表す接尾辞は，共通語のそ
れとは異なる体系をもっている。
その特徴は，「匹，枚，本…」などの接尾
辞が用いられない他，方言の特色を表す接尾
辞が用いられることである。
今回は，資料のみを示す。
川畑ツル氏明治39年１０月21日生まれ
（農業）
矢上ハル氏明治43年１月３日生まれ
（農業）
１．和語系の数え方
和語系の数え方による，－から二十までの
数え方を示す。
知名方言では，十以上になると「とう．ひ
とつ」という語構成で十九までを数える。二
十以上になると，共通語と同様に漢語系の数
え方が用いられる。
知名方言では，和語系の数につく数を表す
接尾辞に，方言の特色のあるものが多くみら
れる。
（１）
’ティーチ［tiXtJi］・ティーチ[tixtJi］（一つ）
ターチ［taxtJi］（二つ）
ミーチ［mtJi］（三つ）
ユーチ［jIIm（四つ）
’イチチー［７itJitJin（五つ）
ムーチ［ITRi旨ITT］（六つ）
’ナナチー［nanatJix］・’ナナチ［nanatJi］
（七つ）
ヤーチDaXtJi］（八つ）
’クヌチー［kunutJi:］・’クヌチ［kunu而］
（九つ）
○調査地点
鹿児島県大島郡知名町瀬利覚(セリカク）
○調査年月日
昭和59年７月21日-31日
昭和60年３月１２日-14日
○話者
永野池敏氏明治42年１１月５日生まれ
（元公務員）
瀬戸ロ秀直氏大正元年10月25日生まれ
（農業）
植田中生氏大正元年10月20日生まれ
（農業）
宗岡里吉氏大正元年９月13日生まれ
（眼鏡店経営）
瀬戸ロミツ氏明治37年８月５日生まれ
（農業）
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知名方言では，ティーチ（一つ)，ター
チ（二つ）で数えられる。但し，ファー
トゥ（鳥類一般）は，チュファ（－羽)，
タファ（二羽）と数える。
2）共通語では，細長いものを数える場合
には，「ほん（本)」が用いられるが，知
名方言では，ティーチ(一つ)，ターチ(二
つ）で数えるものが多い。但し，サジ(外
出着用の帯）は，チュサジ（一本)，タ
サジ（二本）と数える。
3）共通語では，紙や布などの薄いものを
数える場合には，「まい（枚)」が用いら
れるが,知名方言では，ティーチ(－つ)，
ターチ（二つ）で数えるものが多い。
4）物を数える単位として用いられる，「こ
（(IEI)」に該当するものには，知名方言
の特色のある数え方が多くみられる。
1トゥー［tu:］・トゥー［tu:］（十）
￣
トゥーテイ１－チ［tu:tiXtJi］（十一）
トゥーターチ［tu:taXtJi］（十二）
’トゥーミーチ［tumi:tJi］（十三）
トゥーユーチ［tuXjuXtJi］（十四）
'トゥーイチチ［tmitJitJi］（十五）
トゥームーチ［tumuXtJi］（十六）
'トゥーグヌチー［tu:kunutJi:］（十九）
ニジュー［nid5u:］（二十）
(2)共通語と同じ和語の数え方も用いられ
る。
上１－［ciJ（一）
フ１－［のu:］（二）
ミ１－［、］（三）
ヨ'－６０:］（四）
イ'チnJi］（五）
ム１－［mu:］（六）
ナ'ナー［､ana:］（七）
ヤ１－ｍ:］（八）
ク'ヌ［kunu］（九）
トゥー［tuX］（十）
これ以上は，数えない。あとは，漢語系
の数え方を用いる。
知名方言では，共通語では接尾辞をつけ
て教える対象に，何も接尾辞をつけずに数
えるものが多い。以下，確認した対象は次
の通り。
(1)魚。牛。豚。山羊。犬。猫。虫。
(2)大根。人参。里芋。ねぎ。きゅうり。
かぼちゃ。
(3)着物。かんざし。くし。ひも。
(4)酒がめ゜空の皿・鍋。
(5)棒。紙。
(6)祭り。宴会。
(1)～(6)は，次のように数えられる。
テイーチ［thtJi］（一つ）
ターチ［ta:tJi］（二つ）
ミーチ［､i:tJi］（三つ）
ユーチ、u:tJi］（四つ）
'イチチーPitJitJi:］（五つ）
2．和語系の数につく数を表す接尾辞
2.1知名方言の特色
知名方言の特色の一つとしてあげられる
のは，共通語で用いられる接尾辞のかわり
に，一つ，二つ…で数えるものが多いこと
である。次に，その傾向について概略を述
べよう。
l）共通語では，ふつう人間の大きさを基
準に，人間よりも大きい動物には「とう
（頭)」小さいものには「ひき（匹)」が
使われる。
7７－
Hosei University Repository
[､u:tJi］（六つ）
[nanatJi］（七つ）
辰、（八つ）
[kunutJi］（九つ）
[面］（十）
'クヌチキ［kunutJiRi］（九月）
￣
トウチキ［t9tJiki］（十月）
ムーチ
1ナナチ
ヤーチ
1クヌチ
トゥー
トウーチュチキ［MJutJiki］（十一月）
トゥータチキ［tmtatJiki］（十二月）
３）日にちの数え方
暦の上での日にちを，ついたち，
…と数える場合。
]チキタチ［tJ9kita雨］（一日）
'フチカ［のVtJi厄］（二日）
’ミヅキャー［mik凧］（三日）
ヤーbax］（四日）
1イチカー［7itJika:］（五日）
'ムイカ［mui厄］（六日）
1ナンカー［naOkad（七日）
1ヤファー［jaのa:］（八日）
'クンカー［ku9kaJ（九日）
ター［面］（十日）
４）日数の数え方（－日間）
一日間，二日間…と数える場合。
チー［tJi:］（一日間）
'フチカ［の9tJika］（二日間）
'ミッキャー［mik雨］（三日間）
ヤー歴］（四日間）
1イチカー［７itJikaJ（五日間）
ミャー［7㎡J三］（六日間）
]ナンカー［naOkan（七日間）
'ヤファー［ja①aＪ（八日間）
1クンカー［kuOkaJ（九日間）
ター［面］（十日間）
ふつか
2.2時間を表す接尾辞
１）年の数え方（－年）
年を，一年，二年…と数える場合。
「十三回忌」という場合の,’トゥッ
トゥー’ミチュは，「十年・三年」という語
構成で，発想法に知名方言の特色がみられ
る。三十三年の法要は，サンジュ１－サン
キ［Szm5ⅡXsa9ki］（三十三忌）という。
'チュトゥー［tJutud（－年）
タトゥー［ta尿］（二年）
'ミッチュ［mittJu］（三年）
ユトゥーDutuX］（四年）
イットウー［７，百］（五年）
ムットゥー［ifTIIHR］（六年）
'ナナトゥー［nana歴］（七年）
ヤットゥー、at面］（八年）
'クヌトゥー［kunumJ（九年）・
トゥットゥー［tut面］（十年）
２）月の数え方（一月）
月を，ひとつき，ふたつき…と数える場
合。
'チュチキ［tJutJlki］（－月）
タチキ［tatJiki］（二月）
ミチキ［mitJiki］（三月）
ユチキＤｕＩＴＴｍ（四月）
イチチキ［，i而而］（五月）
ムチキ［mutJiki］（六月）
ナナチキ［､a両j7RI］（七月）
'ヤチキDatJiki］（八月）
'ファチカ［①atJika］・１ハチカ［hatJiREi］
（二十日間）
ターハチカ［tamatJika］（二十日間)。
語構成は「ふた・はつか」か。
５）夜の数え方（～晩）
一晩，二晩…と数える場合。
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'チューユル［tJuXjuru］・’チイル［tJiiru］
（一晩）
'タユル［tajuru］・’タイル［tai両］（二晩）
ミユル［mijuru］（三晩）
ユユル、u両面］（四晩）
'イチイル［?itjii元］（五晩）
'ムユル［mujuru］（六晩）
'ナナユル［nanajuru］（七晩）
'ヤユルDaju面］（八晩）
'クヌユル［kunujuru］（九晩）
'トゥユル［tuju面］（十晩）
ムマタ［mumata］（六股）
－１ナナマタ［nanamata］（七股）
ヤマタ［jamata］（八股）
'クヌマタ［kunu両TZIEi］（九股）
トゥマタ［tumata］（十股）
トゥーチマタ［tu2tJumata］（十一股）
２．４量を表す接尾辞
１）粟，米などの量の数え方（一つかみ）
粟，麦，米などの粒で，片手でつかめる
分量を，一つかみ，二つかみ…と数える。
'チュチカミ［tJutJikalTII］（一つかみ）
1タチカミ［tatJikami］（二つかみ）
'ミチカミ［mitJikami］（三つかみ）
'ユチカミDutJikami］（四つかみ）
'イチチカミ［７itJitJikami］（五つかみ）
２．３距離を表す接尾辞
１）海深や縄の長さの数え方（～尋）
海の深さや，縄の長さを，一尋，二尋…
と数えてはかる場合。
'チュヒル［[TII9i両］（－ひろ）
タヒル［taCiru］（二ひろ）
ミヒル［mi9iru］（三ひろ）
ユヒル［ju9iru］（囚ひろ）
'イチヒル［7itJi9i両］（五ひろ）
ムチカミ［mutJikami］（六つかみ）
1ナナチカミ［nanatJikami］（七つかみ）
'ヤチカミ［jatJikami］（八つかみ）
1クヌチカミ［kunutJikami］（九つかみ）
トウチカミ［tutJikami］（十つかみ）
２）粒の数え方（～粒）
米粒やかぼちゃの種などの小さな粒を，
一粒，二粒…と数える場合。
チュチブ［tJutJibu］（－粒）
ムヒル［mu9iru］（六ひろ）
'ナナヒル［nanaci元］（七ひろ）
ヤヒルDa9iru］（八ひろ）
クヌヒル［kunuCiru］（九ひろ）
トゥヒル［tu5H石］（十ひろ） タチブ［tatJibu］（二粒）
ミチブ［mitJibu］（三粒）
ユチブDutJibu］（四粒）
1イチチブ［?itJitJibu］（五粒）
ムチブ［mutJibu］（六粒）
'ナナチブ［nanatJibu］（七粒）
ヤチブbatJibu］（八粒）
'クヌチブ［kunutJibu］（九粒）
１トウチブ［tutJibu］（十粒）
３）稲や草の束の数え方（～束）
トゥーチュヒル［tuXtJuCiru］（十一ひろ）
２）距離や歩数の数え方（－歩）
距離を一歩，二歩…とはかる，幼児が歩
きはじめた頃，一歩，二歩…と数える場合。
'チュマタ［Ijma己］（一股）
'タマタ［tama面］（二股）
'ミマタ［mimata］（三股）
ユマタDumata］（四股）
イチマタレitJimata］（五股）
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ムマ'ルキ［mumaruki］（六まるき）
'ナナマ1ルキ［nanamaruki］（七まるき）
ヤマ'ルキDamaruki］（八まるき）
稲束や草束を，－束，二束…と数える場
合。この数え方が,一番小さい単位となる。
1チュチカン［tJutJika戸］（一束）
1タチカン［tatJika両］（二束） クヌマルキ［kunumaruki］（九まるき）
トゥマルキ［tumaruki］（十まるき）
６）草の束の数え方（～抱え）
牛のえさにする草の束の数え方｡稲，麦，
砂糖黍などの束には用いない。
'チュダキ［tJuda面］（一抱え）
タダキ［tadaki］（二抱え）
ミチカン［mitJikan］(三束）
ユチカンDutJikaT､］（四束）
イチチカン［?itJitjikan］（五束）
ムチカン［mutJikam］（六束）
'ナナチカ’ン［nanatJikaTJ（七束）
ヤチカ'ンDatJika刀］（八束）
1クヌチカ１ン［kunutJikalD］（九束） ミダキ［midaki］（三抱え）
￣
ユダキDudaki］（四抱え）トゥチカン［tutJik2m］（十束）
４）稲の束の数え方
稲の束,チュチカン（－束)が３回集まっ
て,’チュニギとなる。
'チュニギ[mni可］（－にぎ）
'タニギ［tani9i］（二にぎ）
ミニギ[､i両］（三にぎ）
ユニギ、u両］（四にぎ）
'イチヌギ［７itJinu9i］（五にぎ）
'ムヌギ[munu印（六にぎ）
1ナナヌギ［nananu9i］（七にぎ）
'ヤヌギDanu9i］（八にぎ）
'クヌヌギ［kununU9i］（九にぎ）
トゥヌギ[tuli面］・トゥニギ[tu両]（十
にぎ）
５）稲の束の数え方
砂糖黍，稲，麦などの束の数え方｡1チュ
ニギが１０回分集まると，チュマ'ルキとな
る。
チュマ1ルキ［tJu両ruki］（－まるき）
タマ'ルキ［tamaruki］（こまるき）
ミマ'ルキ［､i両ruki］（三まるき）
ユマ'ルキbumaruki］（四まるき）
'イチマ'ルキ［7itJi両ruki］（五まるき）
イチダキ［７itJidaki］（五抱え）
ムダキ［mudaki］（六抱え）
'ナナダキ［nanadaki］（七抱え）
ヤダキDadaki］（八抱え）
クヌダキ［kunudaki］（九抱え）
トゥダキ［tudaki］（十抱え）
７）百合根の数え方
百合根を箱に入れるときの数え方。５個
でヒト’ヨとなる。戦前の数え方で，５０個
まで数えられる。百合根は沖永良部島の重
要な産物の一つで観賞用として出荷され
る。百合根を箱詰めにするさい，歌うよう
に節をつけながら百合根を数えたという。
ヒト１ヨ［Citojo］（－よ）
ファタ１ヨ［①atajo］（二よ）
ミッツ１ヨ［mittsujo］（三つよ）
ヨッツ1ヨ００t面o］（四つよ）
イツツ1ヨ［？itsutSUjo］（五つよ）
ムッツ１ヨ［muttsujo］（六つよ）
ナナツ’ヨ［nanatsujo］（七つよ）
ヤツ'ヨDaEIIjo］（八よ）
ココノツ’ヨ［kokonotsujo］（九つよ）
トー'ヨ［面jo］（十よ）
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ムトゥクル［mutukurul(六かた）
1ナナトゥクルInanatukuru］（七かた）２．５人数を表す接尾辞
１）人の数え方（一人）
人間を一人，二人…と数える場合。三人
以上になっても「さん・たり」，「よん・た
り」という語構成になっている。
1チュイ［tJui］（一人）
ターイ［ta:i］（二人）
'ミッチェー［､it雨］（三人）
'ユッテーDutteX］（四人）
'イチテー［７itJited（五人）
'ムッテー［muttex］（六人）
'ナナテー［nanate:］（七人）
'ヤッテー［jatte:］（八人）
'クヌテー［kunute:］（九人）
'トゥテー［tute:］・１ジューテー［d5mte:］
（十人）
1トゥーチュイ［面tJui］（十一人）
ヤトゥクル［jatukuru］（八かた）
クヌトゥクル［kunutukuru］（九かた）
トゥトゥクル［tutukuru］（十かた）
３）家族の数え方（－軒）
きょうだいが分家した場合の家族を，
家族，二家族…と数える場合。
'チュッキネ［雨kki両］（－軒）
1タキネ［takine］（二軒）
1ミキネ［mikine］（三軒）
'ユキネDukine］（四軒）
イチキネ［7itJikine］（五軒）
ムキネ［mukine］（六軒）
'ナナキネ［nanakine］（七軒）
'ヤキネDaki症］（八軒）
クヌキネ［kunukine］（九軒）
トゥキネ［turi7TE］（十軒）
トゥータイ［tu:tai］（十二人）
1トゥーミチェー［tumitJe:］（十三人）
'トゥーユッテー［tu:jutteJ（十四人）
トゥーイ'チテー［tu:７itJiteJ（十五人）
トウーチュキネ［tu:tJukine］（十一軒）
'トゥータキネ［tmtaki症］（十二軒）
トゥーミキネ［tumikine］（十三軒）
￣'トゥーユキネ［tu:jukine］（十四軒）
トゥームッテー［tuxmutteJ（十六人）
トゥ１－ナ'ナテー［両:雨､ate:］（十七人）
’トゥーヤッテー［tmjat忘］（十八人）
トゥ１－クヌテ１－［tuxkunuteX］（十九人）
ニジュー［nid5u:］（二十人）
２）丁寧に人を数える場合（～方）
偉い人や，尊敬すべき人を丁寧に，お一
方，おこ方…と数える場合。
チュトゥ’クル［tJu両kuru］（－かた）
トゥーイチキネ［tmitJikine］（十五軒）
トゥームキネ［tumukine］（十六軒）
トゥーナナキネ［tumanakine］（十七軒）
トウーヤキネ［tuXjakine］（十八軒）
トゥークヌキネ［tu:kunukine］（十九軒）
ニジューキネ［nid5u:kine］（二十軒）
４）世帯の数え方（－世帯）
家族を，一世帯，二世帯…と数える場合。
チュキネ…とほぎ同じように用いられると
いう。
1チュカブ［tJukabu］（一株）
'タカブ［takabu］（二株）
ミカブ［miFZn5U］（三株）
タトゥクル［tatukuru］（二かた）
ミチュクル［mitJukuru］（三かた）
ユトゥクル［jutukuru］（四かた）
－
１イチトゥクル［７itJitukuru］（五かた）
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ユカブDukabu］（四株） ２）田んぼの数え方
'チュマシ［mma向（－枚）
タマシ［ta7iTHTi］（二枚）
ミマシ［mHIT5n（四枚）
'イチマシ［７itJima両（五枚）
ムマシ［､u玩而（六枚）
'ナナマシ１－［nanamaJi:］（七枚）
ヤマシDalilZiTi］（八枚）
'クヌマシ［kunumaJi］（九枚）
トゥマシ［t、、（十枚）
'トゥチュマシ［両tJuma万］（十一枚）
３）畑の数え方（～切）
分家をする時に分ける小さな畑を，キリ
という。豆腐などの一切，二切…もこのよ
うに数える。
'チュッキリ［tJukR77I］（一きれ）
'タッキリ［takFI7T］（二きれ）
､イチカブ［?itJikabul(五株）
ムカブ［mu両面］（六株）
'ナナカブ［nanakaHI］（七株）
'ヤカブDakam（八株）
'クヌカブ［kunukabu］（九株）
トゥカブ［tuRZIm（十株）
トゥーチュカブ［tuXtjYMjil］（十一株）
[tu:takabu］ (十二株）
(十三株）
(十四株）
トゥータカブ
トゥーミカブ
トゥーユカブ
[tumkabu］
[tu:jukabu］
トウーイチカブ［tuXitJikabU］（十五株）
'トゥームカブ［tuxmuka511］（十六株）
トゥーナナカブ［tuxnanakabu］（十七株）
トゥー'ヤカブ[両a厄茄］（十八株）
トゥー1クヌカブ［tu:kunukam（十九株）
1ニジッカブ［nid5ikkam（二十株）
1ヒャッカブ［cakkam（百株）
十八株，十九株の場合は，二語意識が働
いたものとみる。
ミッキリ［miRKifn（三きれ）
'ユッキリ［juklEITn（四きれ）
'イチキリ［７itJiR77n（五きれ）
ムッキリ［mukkiri］（六きれ）
'ナナキリ［HZmaki百］（七きれ）２．６場所を表す接尾辞
’）場所の数え方（一ヶ所）
入口などを，－ケ所，二ケ所…と数える
場合。
チュホー［tJuhox］（－ヶ所）
タホー［tam］（二ヶ所）
ミホー［mihoX］（三ヶ所）
ユホーDuho:］（四ヶ所）
イチホー［>KJIil55］（五ヶ所）
ムホー［mum］（六ヶ所）
ナナホー［nalTZIH5H］（七ヶ所）
ヤホーロa耐］（八ヶ所）
'クヌホー［kunuhoJ（九ヶ所）
トゥホー［tuho:］（十ヶ所）
ヤッキリDakkiri］（八きれ）
￣'クヌキリ［kunukiri］（九きれ）
トゥッキリ［tukkiri］（十きれ）
トゥーチュッキリ［tu:tJukkiH］（十一きれ）
４）畑のうねの数え方。
チュマニ［tJulTI5IfII］（一うね）
タマニ［taTYTZiHI］（こうね）
ミマニ［mi両EH7n（三うれ）
ユマニ［jmHH］（四うれ）
'イチマニ［丙tJimallU（五うれ）
ムマニ［､u而而］（六うれ）
'ナナマニ［nanamani］（七うれ）
ヤマニ［jal了IEITTn（八うれ）
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クヌ1マニ［kmllmani］（九うれ）
￣
トゥマニ［tumani］（十うれ）
ユブリ［juburi］（四回）
'イチプリ［?itJiburn（五回）
ムブリ［muburi］（六回）
'ナナプリ［nanaburi］（七回）
ヤブリ［jaburi］（八回）
トゥーチュマニ［tlilmlani］（十一うれ）
２．７回数を表す接尾辞
１）回数の数え方（－回）
'チュッケー［tJukken（一回）
クヌブリ［kunuburi］（九回）
￣
トゥブリ［tuburi］（十回）
タッケ［takke］（二回）
ミッケ［mikke］（三回）
ユッケ［jukke］（四回）
1イチケ｢[７itJike］（五回）
'ムッケ［muk辰］（六回）
'ナナケ［､ana厄］（七回）
ヤッケーＵＺＩＨ三］（八回）
1クヌケ［kunuke］（九回）
2.8その他
１）食事の数え方（～食）
食事一回分を，チュクレーと数える。
食，二食…と数える場合。
チュクレー［tJukured（－食）
タクレ［takure］（二食）
ミクレ［mm7E］（三食）
ユクレ［ｊｍ７Ｅ］（四食）
1イチクレにitJikure］（五食）
ムクレ［mukure］（六食）
1ナナクレ［nanakure］（七食）
ヤクレルI耐て］（八食）
'クヌクレ［kunukure］（九食）
トゥッケ［tukke］（十回）
トゥーチュッケ［tu:tJukke］（十一回）
２）鍬でうつ回数の数え方（～鍬)。
－鍬,二鍬と，鍬でうつ回数を数える場合。
1チュッゴイ［tJukk7oi］（一鍬）
'タッコイ［takFoT］（二鍬）
1ミッコイ［mikk7oi］（三鍬）
'ユッコイ［jukk7on（四鍬）
1イチコイ［?itJWoi］（五鍬）
'ムッコイ［mukk7on（六鍬）
'ナナコイ［nanak7on（七鍬）
'ヤッコイhakk7on（八鍬）
'クヌコイ［kunuk?oi］（九鍬）
トゥクレ［tukure］（十食）
２）食事の載ったお膳の数え方（－膳）
ジヌは膳のこと。－膳，二膳…と数える。
チュジヌ［tJuU5im（－膳）
タジヌ［taa5m］（二膳）
ミジヌ［､i奄而］（三膳）
ユジヌＩｊｕＦｍ（四膳）
'イチジヌ［７itJid3iTTIn（五膳）
ムジヌ［muU5im（六膳）
'ナナジヌ［nanad3im（七膳）
ヤジヌDaU577TII］（八膳）
'クヌジヌ［kunud5i両］（九膳）
トゥジヌ［tua5而I］（十膳）
３）箸の数え方（－膳）
トゥッコイ［tukk?oi］（十鍬）
トゥーチュッコイ［tuXtJukk7oi］（十一鍬）
３）牛を闘わせるときの回数の数え方
闘牛で，牛を闘わせる場合の数え方。
チュブリ［tJuburi］（一回）
ダブリ［taburi］（二回）
ミブリ［miburi］（三回）
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ヤチャンバルDatJambaru］（八杯）
'クヌチャンバル［kunutlambaru］（九杯）
一対の箸を，－膳，二膳…と数える場合。
'チュッテイ［tJutti］（一箸）
'タッティ［tatti］（二箸） トゥチャンバル［tutJamb証11］（十杯）
６）料理の品数の数え方（～品）
料理の種類を一品,二品…と数える場合。
'チュシニャ［tJuJiilZI］（一品）
タシニャ［[taJiJ1a］（二品）
ミッテイ［mitti］（三箸）
ユッテイDutti］（四箸）
￣
イッティ［7itti］（五箸）
ムッティ［mutti］（六箸）
'ナナテイー［nanati:］（七箸）
'ヤッティーDattix］（八箸）
'クヌテイ［kunuti］（九箸）
トゥッティ［tutti］（十箸）
ミシニヤ［miJiJ1a］（三品）
ユシニャ［juTUTZI］（四品）
イチシニヤ［７itJjJiJIa］（五品）
ムシニヤ［muJiJ1a］（六品）
'ナナシニャ［manaJi戸］化品）
'ヤシニヤDaJiJla］（八品）
'クヌシニヤ［kunuJiJla］（九品）
トゥーチュシティ［tuXtJutti］（十一箸）
４）盃一杯分の数え方（～盃）
酒（泡盛）の入った盃を，＿盃，二盃…
と数える場合。
'チュサジキ［tJusad5i面］（＿盃）
'タサジキ［tasad5ilEn（二盃）
ミサジキ［､i豆可57F、（三盃）
ユサジキ、u豆Ⅱ511了、（四盃）
イチサージキ［?im5ZI秀IXi］（五盃）
ムサジキ［mu豆可5,【、（六盃）
'ナナサージキ［nanasa:d5iRn（七盃）
ヤサジキロa豆U57IEn（八盃）
クヌサージキ［kum5i】て、（九盃）
トゥサジキ［tu邪【i］（十盃）
５）ご飯など￣杯分の数え方（～杯）
ご飯やお茶を椀に一杯，二杯…と数える
場合･チャンバルは，茶碗のこと。
'チュチャンバル［tJutJambaru］（－杯）
トゥシニャ［tuJiJIa］（十品）
７）皿数の数え方（－m）
料理が入っている皿を，一m，二m…と
数える場合。
'チュサラ［tJusara］（一m）
'タサラ［tasara］（二m）
ミサラ［､i百Ei7ZI］（三m）
ユサラhusara］（四m）
'イチサラレitJisa扇］（五ｍ）
ムサラ［musara］（六ｍ）
'ナナサラ［nanasara］（七m）
ヤサラDasara］（八ｍ）
'クヌサラ［kunusara］（九ｍ）
トゥサラ［tusara］（十m）
’トゥーチュサラ［twtJusara］（十一m）
８）料理の入った丼の数え方（～丼）
料理の入った丼を，一個，二個…と数え
る場合。
1チュドゥンブリ［tJudumbu面］（一丼）
1タドゥンブリ［tadumburi］（二丼）
’ミドゥンブリ［midumburi］（三丼）
タチャンバル［tatjambaru］（二枚）
ミチャンバル［mitJambaru］（三杯）
ユチャンバルbutJambaru］（四杯）
￣
'イチチャンバル［?itJitJambaru］（五杯）
ムチャンバル［mutJambaru］（六杯）
'ナナチャンバル［nanatJamba元］（七杯）
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'ユドゥンブリ［judumburi］（四丼）
1イチドゥンブリ［7itJidumburi］（五丼）
'ムドゥンブリ［mudumburi］（六丼）
'ナナドゥンブリ［nanadumburi］（七丼）
みそ入りの瓶などを，一瓶，二瓶…と数
える場合。
チュカミ［tJukami］（一かめ）
￣
タカミ［takami］（二かめ）
'ヤドゥンブリ［jadumburi］（八丼） ミカミ［mikami］（三かめ）
￣
ユカミDukami］（囚かめ）クヌドゥンブリ［kunudumburi］（九丼）
イチカミ［７itJikami］（五かめ）
－
ムカミ［mukami］（六かめ）
トゥドゥンブリ［tudumburi］（十丼）
９）桶の数え方
頭にのせて運ぶときの桶を，一杯，二杯
…と数える場合。水や肥料についていう。
タングは，「桶」の意。
ナナカミ［nanakami］（七かめ）
ヤカミDakami］（八かめ）
クヌカミ［kunukami］（九かめ）
トゥカミ［tukami］（＋かめ）
１２）卵の数え方（～個）
ファトゥ（鳥類一般）の卵を，一個
個…と数える場合。
チュフ［tJu①u］（一個）
ダフ［taのu］（二個）
ミフ［､in］（三個）
ユフ［jun］（四個）
'イチフ［７itJi血］（五個）
'ムフー［､u①u:］（六個）
'ナナフー［､anan:］（七個）
'ヤフー、a①u:］（八個）
'クヌフ［kunu①u］（九個）
トゥフー［tun:］（十個）
チユタング［tJutaD9u］（￣桶）
[tataO9u］ (二桶）
(三桶）
(四桶）
タタング
ミタング
ユタング
[mita99u］
DutaO9u］
イチタング［?itJitaD9u］（五桶）
ムタング［mutaO9u］（六桶）
ナナタング［nanataO9u］（七桶）
ヤタングDaEI両面］（八桶）
クヌタング［kunutaD9u］（九桶）
トゥータング［tu:taO9u］（十桶）
１０）樽の数え方（～樽）
しょう油の樽などを，一樽，二樽…と数
える場合｡砂糖の樽は，別の数え方がある。
チュタル［tJutaru］（一樽）
タタル［tataru］（二樽）
ミタル［､i面面］（三樽）
ユタルbutaru］（四樽）
'イチタル［?itJitaru］（五樽）
ムタル［mutaru］（六樽）
'ナナタル［nanataru］（七樽）
'ヤタルData両］（八樽）
トウーチュフ［tmtJu①u］（十一個）
トゥータフ［tmtaのu］（十二個）
１３）みかんの袋の数え方（～袋）
みかんの中味の袋を，－袋，二袋と数え
る場合。
チュク］ン［tJumn］（－袋）
タクン［takuTj（二袋）
[mikkun］（三袋）
[jukkun］（四袋）
PitJikun］（五袋）
クヌタル［kunutaru］（九樽）
トゥタル［tutaru］（十樽）
11）瓶の数え方（～瓶）
ミツクン
ユックン
1イチク１ン
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'ムック'ン［mukim］（六袋）
1ナナク’ン［nanaim］（七袋）
'ヤック'ンDakim］（八袋）
'クヌク’ン［両nuim］（九袋）
トゥクン［tuKUTT］（十袋）
'トゥーチュック1ン[面tJuk而狗］（十一袋）
１４）竹などの節や，歌の数え方（一節）
竹や，砂糖黍の節を，一節，二節…と数
える場合。
歌の場合は，一曲，二曲…と数える場合も，
「一口に食べる」という場合の一口，二口
…という数え方。また，「一言，口をきく」
などの，一言，二言…の数え方。
チュクチ［tJukutJi］（－口）
タクチ［tamTi］（二口）
ミクチ［mimTi］（三口）
ユクチ０ｍｍ（四口）
1イチクチ［?ltJiku耐］（五口）
'ムクチ［mukutJi］（六口）
'ナナクチ［nanakutJi］（七口）
1ヤクチDakutJi］（八口）
'クヌクチ［kunukutJi］（九口）
トゥクチ［tukutJi］（十口）
１７）鳥の数え方（－羽）
ファトゥ（鳥一般）の数え方。また，葉っ
ぱもこのように数える。ふだん草，木の葉，
イゴバシャ（くわず芋）などの物を包むの
に用いる葉を，チュファ，タファのように
数える。
チュファ［tJu①a］（一羽）
タファ［ta五］に羽）
ミファ［､i①a］（三羽）
ユファロuのa］（四羽）
1イチファ［７itJi①a］（五羽）
ムファ［､u①a］（六羽）
'ナナファ［､ana①a］（七羽）
ヤファ、aのa］（八羽）
'クヌファ［、u面］（九羽）
トゥファ［tu①a］（十羽）
’トゥーチュファ［面tJu面］（十一羽）
’トゥータファ［tu:taのa］（十二羽）
１８）帯の数え方（－本）
サジ（よそ行き用のきれいな桁）を数え
る場イヤ。キービ（杵段栽の’㈹は，ティー
チ，ターチと数える。
－小節，二小節…と数える場合を含む。
1チュフシ［tJu①uJi］（一節）
1タフシ［taのuJi］（二節）
'ミフシ［minJi］（三節）
ユフシ［ju壷、（四節）
'イチフシ［７itJi①u面（五節）
'ムフシ［､u壷、（六節）
'ナナフシ［､ana①uJi］（七節）
ヤフシ［ja壷、（八節）
1クヌフシ［kunu①uJi］（九節）
トゥフシ［tu五iｎ（十節）
１５）踊りの数え方
一曲分全体で－踊りと数える。
1チュクデ［tJukude］（一踊り）
タクデ［taKIIaE］（二踊り）
ミクデ［miFiHE］（三踊り）
ユクデ［jukude］（四踊り）
1イチクデPitJikude］（五踊り）
ムクデ［mukude］（六踊り）
ナナクデ［nanakude］（七踊り）
－
ヤクデbakude］（八踊り）
クヌクデ［kunukude］（九踊り）
トゥクデ［tukude］（十伽り）
16）ロに入れる，言葉にする
の数え方。
などの～ロ
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チュサジ［tJu5Zia盲、（一本）
タサジ［ta豆薇］に本）
ミサジ［mi55m（三本）
ユサジ、u豆351］（四本）
'イチサジ［?itJi5ZIa5n（五本）
ムサジ［mu5Eia51］（六本）
ナナサジＭ雨357］（七本）
ヤサジba5zia5n（八本）
クヌサジ［kuflli百ZIa5I］（九本）
トゥサジ［tus刃］（十本）
１９）はき物の数え方（一足）
下駄，ぞうり，靴，わらじなどを，一足，
２１）舟の数え方
はしけの数を，－そう，こそう…と数え
る場合の数え方。テインマは，伝馬舟の伝
馬の意。
'チュテインマ［tJutimZI］（一伝馬）
タテインマ［taHIiliH面I］（=伝馬）
ミテインマ［mitimma］（三伝馬）
ユテインマDuH7TIYIT房、（囚伝馬）
'イチテインマ［７itJitimma］（五伝馬）
ムテインマ［mmlTIII目］（六伝馬）
'ナナテインマ［nanatimma］（七伝馬）
ヤテインマロa[iTiTTIT房Ⅱ（八伝馬）
'クヌテインマ［kunutimma］（九伝馬）
トゥテインマ［t、両Zi］（＋伝馬）
二足…と数える場合。
'チュッシャ［tJuJJa］（一そく）
'タッシャ［taJ戸］にそく）
ミッシャ［IIiITTzi］（三そく）
'ユツシヤＤｕｍ］（四そく）
'イチシャ［丙tJi]Yi］（五そく）
ムシャ［､u頂］（六そく）
'ナナシャ［nanaJa］（七そく）
ヤシヤ［jaJa］（八そく）
'クヌシャ［kunuJa］（九そく）
トゥシャ［tuTEi］（十そく）
２０）糸の数え方（～かせ）
絹などの糸束を数える場合。
'チュカシ［tJukaJi］（一かせ）
タカシ［tal三丁、（二かせ）
ミカシ［miXEiTn（三かせ）
ユカシbukaJi］（四かせ）
'イチカシ［７itJikaJi］（五かせ）
ムカシ［mukaJi］（六かせ）
'ナナカシ［nanakaTn化かせ）
ヤカシDai豆丁、（八かせ）
'クヌカシ［kunukaJi］（九かせ）
トゥカシ［tu遍而］（十かせ）
３．漢語系の数え方
漢語系の一から十までの数え方は，次の
通り。
方言の特色を表す接尾辞は，主に和語系
の数え方につくことが多く，漢語系のもの
につくものは少ない。新しく入ってきた単
位には漢語系の数字が用いられるという傾
向がみられる。これも，一種の共通語化と
考えることができよう。
イ'チ［丙tJi］（一）
二１－［､i:］（二）
'サン［sa后］（三）
シー［Ji:］（四）
ゴー［扉］（五）
1ロク［roku］（六）
1シチ［JitJi］（七）
'ハチ［hatJi］（八）
クー［、］（九）
ジュー［dSu:］（十）
ｌ）漢語系の数え方を用いる例
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注１．この資料は，昭和59年度文部省科学研
究費補助金，総合研究Ａ「東京方言基礎
語彙と諸方言との比較研究」（研究代表
者平山輝男)に参加して得たものである。
注２．資料の表記（音韻的カナ表記）は，久
野眞・大野眞男氏の解釈『奄美方言基
礎語彙の研究』（昭和61年，角川書店，
平山輝男編）による。但し音声表記は，
話者の発音のままとし，［｡z-,.5］，喉
頭化子音，無声化などについての統一は
しなかった。
注３．アクセントは，第１拍の直前に「さが
りめ」のある型に，拍頭現象がみられた。
特に，女性の話者に多く観察された。資
料には，拾頭現象をそのまま記した。
注４．共通語の接尾辞の説明は，『例解新国
語辞典」（林四郎他編・三省堂）によっ
た。
○一もんめ（重さ）
1イチモンメPitJimomme］（一もんめ）
1ニモンメ［nimomme］（二もんめ）
サンモンメ［sammomme］（三もんめ）
ヨンモンメDommomme］（四もんめ）
ゴモンメ［gomomme］（五ｉいめ）
1ロクモンメ［rokumom祠（六もんめ）
1ナナモンメ［nanamom症］（七もんめ）
'ハチモンメ［hatJimomE］（八も人め）
キューモンメ［kjumomme］（九iいめ）
ジューモンメ［Ⅱ颪正ｉｍｍｅ］（十もんめ）
○一丁(砂糖の樽）→樽の数え方
イチョー防而］（一丁）
ニチョー［､i耐］（二丁）
’サンチョー［santJo:］（三丁）－
１ヨンチョーDon両］(四丁）
ゴチヨー［gotJo:］（五丁）
’ロクチョー［rokutJoJ（六丁）
’ナナチョー［nanatJod（七丁）
’ハッチョー［hattJo:］（八丁）
’キューチヨー［kjuxtJoヨ（九丁）
’ジュツチョー［d5uttJo:］（十丁）
２）二，四，六，八，＋の数え方
二１－価］（二）
シ１－ｍ:］（四）
ロ'ク［roku］（六）
ハ'チ［厄tJi］（八）
ジュ１－［Ⅱ511:］（十）
酷暑の中，貴重な方言を教えて下さった話
者の方々と，いろいろとお世話下さった知名
町役場・教育委員会の方々にお礼を申し上げ
ます。
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